




























































































































































































































































































































ごあいさつ

 
ここまで読んで下さり、ありがとうございました！

 
なんだろうと、解けない謎を不思議がるｺｺﾛ

そのひとのなかの、昔馴染みのような事物・イメージ

ヘンなもののもつ独特の きになるぽいんつ

 
そして、ホシクイのこと

（後半を描き直し＆やや唐突になってｼﾏｯﾀｯ）

 
うかべつつ・おもいつつ　描きました。



…おや、お話びとず３人から、ごあいさつがあるようです。

 
 

カルゴさん：でさぁ、結局俺達どうなったんだろ〜

　　　　　　　　　　　俺かんじんなときに置いてけぼりだしっ

　　　　　　　　　　　でも、俺だけまた歌の詩菓子貰ったからいいや！

　　　　　　　　　　　魚とベレー帽も帰ってきたしな…

 

ミューさん：いやぁ しんぴの小宇宙　魚体ですなぁ〜

　　　　　　　　　　　僕は今その外でも中でも、ふりーだむに

　　　　　　　　　　　めたもるできれば、あとさくほろ出来れば幸ですよ

　　　　　　　　　　　ﾊｯ　では　ずっと幸？イッツミラコー！

 

たどるさん：いやはや、とけない謎解きのような思考で申し訳ありません。

　　　　　　　　　　　人は皆　どこか孤独なのかもしれません。

　　　　　　　　　　　でも、だからこそ、と立ち上がり旅歩むのも大事だし、

　　　　　　　　　　　そのものがなしさをそっと なでつつ物思うときも　要るのやも

　　　　　　　　　　　中か外か　これからも、詩作と散策を続けて参ります。

 
　　　　　　　　　　　おやっ　キヌも さかんに尾を振って挨拶しておりますよ。

 
 
それでは、次の３６５でお会いしませう！ﾌｧｲｯ＆ゆるっ
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